
2023.2.20 富良野市地域公共交通講演会

富良野市の公共交通への接し方について
～地域の公共交通、ご存じですか？利用したことがありますか？～

博士（工学） 国土交通省関東運輸局地域公共交通マイスター（初代）
総務省地域力創造アドバイザー 株式会社Ｔ．Ｏ．パートナーズ代表取締役筆頭代表

NPO法人まちづくり支援センター 代表理事 為国 孝敏

1959年北海道網走郡津別町生まれ。北見柏陽高校、日本大学理工学部交通工学科卒業、1983年日本大
学大学院理工学研究科（交通土木工学専攻）修了。1995年博士（工学）の学位取得（日本大学）
社団法人土木学会、栃木県内の大学教授を経て、2006年10月にまちづくりＮＰＯ（足利市）を主宰。2016年4
月に交通コンサルティング会社（東京都）を設立。栃木県足利市在住。全国各地で地域公共交通のほか、地域
ブランド・シティプロモーション、観光やまちなか活性化、都市計画等のまちづくり活動に関する企画・計画づくりの
コーディネート、人材育成・研修の講師や、各種の講演など、幅広く実践活動に携わる。

【地域公共交通会議・協議会への参加】
【委員】千葉県香取市（会長）、茨城県桜川市（副会長）、稲敷市（副会長）、古河市、千葉県南房総・館山地域、北海道津別町
【アドバイザー】北海道オホーツク総合振興局、乙部町、森町、遠軽町、釧路町、洞爺湖町、江差町、中標津町、知内町、七飯町、

群馬県館林市外四町、館林市、茨城県行方市、宮城県山元町
【座長】北海道運輸局第三者評価委員会、茨城県県南地域公共交通確保対策協議会、鹿行地域公共交通確保対策協議会
【地域公共交通に関わる計画への参加】
【総合連携計画】栃木県佐野市（指導、Ｈ24年度国土交通大臣表彰）
【網形成計画】作成業務・桜川市、稲敷市、群馬県太田市、釧路町、千葉県木更津市、香取市
【再編実施計画】作成業務：南房総市、稲敷市（調査終了）、桜川市（R1関東運輸局長表彰）
【公共交通計画】作成業務：桜川市、稲敷市、行方市、館林都市圏、南房総・館山地域、北海道乙部町、知内町、木古内町、洞爺湖町、
遠軽地区三町合同（遠軽町、湧別町、佐呂間町）、清里町、中標津町、釧路町、七飯町、江差町、厚沢部町、津別町、北斗市、森町
【協働トライアル（広域計画）】オホーツク総合振興局、館林都市圏、南房総・館山地域

地域公共交通に関する
主な活動実績（R4年度）

【その他の主なまちづくり活動（令和４年度）】
栃木県足利市：月谷町自治会長、民生児童委員（予定）、足利地区観光推進連絡協議会長、など
栃木県佐野市：佐野ブランド認証委員会委員長、景観審議会、シティプロモーション懇談会、など
行政職員研修：群馬県太田市、桐生市、館林市＋邑楽郡５町、など



富良野市の地域公共交通について、どれくらいご存知でしょうか？

【ある日、みなさんがクルマを使えなくなった（クルマがなくなった）とします】
以下の問いに答えてみて下さい。

①現在の自宅の最寄りのバス停（バス停名、バス会社）を知っていますか？

②（知っている場合）そのバス停から自宅の略図と所要時間を書いてみてください。



富良野市の地域公共交通について、どれくらいご存知でしょうか？

【ある日、みなさんがクルマを使えなくなった（クルマがなくなった）とします】
以下の問いに答えてみて下さい。

③バス停を知っている場合、そのバス停からどこに行けるか書いてください。
わかれば運行頻度（日に何本、時間何本）も書いてみてください。

④一番よくいくところへ、いくらかかるか、何分かかるか書いてみて下さい。



富良野市の地域公共交通について、どれくらいご存知でしょうか？

【ある日、みなさんがクルマを使えなくなった（クルマがなくなった）とします】
以下の問いに答えてみて下さい。

⑤公共交通ですでに移動している活動を除いて、
公共交通での移動に代えることができるものはありますか？
ある場合は、書き出してみてください。

⑥公共交通では達成できない移動（活動）とその理由



5

今さらですが、なぜ地域公共交通を維持していく必要があるのでしょうか？

【住民に向けたメッセージの一例】
「自家用車で移動しているから、公共交通には乗らないし、自分には無くても困らない」という方がいらっ
しゃいます。自家用車の移動は確かに便利ですし、それを否定するつもりはありません。
しかし、自家用車を利用できない人はどうすれば良いのでしょうか？「そんなことは知ったことではない」と
いうのは、あまりにも身勝手だと思いませんか？
地域には、子どもたちやご高齢の方、何らかの障がいをお持ちの方、運転免許や自家用車を持ってない方もた
くさん暮らしています。その方たちにとっては、地域公共交通は、無くてはならないものなのです。
地域社会を構成する皆さんが、お互いに理解し合い、支え合い、助け合って、そして地域を盛り上げていく、
地域の魅力を高めていくことが必要な時代になってきました。

（津別町地域公共交通活性化プロジェクト 第3回サロン的勉強会より）

では、誰が、どこで、どのように、誰のために、そして何のために、
地域公共交通、地域の足づくりを進める必要があるのでしょうか？
地域公共交通は、地域の皆さんが真剣に考えなくてはならない、
社会的課題です。
とはいえ、地域の足づくりは、地域ごとに異なります。
正解（模範解答）はありません！

人口減少、少子高齢化、人口流出、コミュニティや地域経済・産業の衰退、
等々、縮小し続ける地域社会だからこそ、人ひとりの移動を真剣に考えてみま
しょう！
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クルマときどきバス運動（栃木県佐野市での取り組み・200８）

（当時、モビリティ・マネジメント研究の第一人者であった東京工業大学・藤井 聡教授（現・京都大学）
の研究室HPでの公開情報を参考にして、佐野市で取り組んでみました）
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“さーのって号”を活用して「クルマときどきバス」運動を展開していきましょう！
「クルマときどきバス」運動とは？
⇒たとえば・・・
○平日はクルマ、休日はバスを利用する。
○目的地へバスで向かい、帰りは迎えに来てもらう。
○目的地へ送っていってもらい、帰りはバスを利用する。 ．．など

☆１週間に１度で良いので公共交通である「バス」を利用しよう！！

クルマときどきバス運動（栃木県佐野市での取り組み・200８）

◎当時の説明資料チラシから

便利で快適なクルマと、“かしこく”お付き合いするこ
とは、できないでしょうか？
⇒たとえば・・・
• 「クルマときどきバス」運動に参加する
• 「通勤」「病院への通院」「買い物」などで、ク
ルマ以外の交通手段が使えないか考えてみ
る。

• どうせ出かけるなら、一度にたくさんの用事を
済ませる、．．．など

もし、一人ひとりが、日常を少しずつ振り返
れば、「あなた」も「社会」も、もっと豊か
になるかも、しれませんね。

⚫ 佐野市では、地域公共交通総合連携計
画（2008）の策定を受けて、その推進事業
の一つとしてモビリティマネジメント（MM）施
策を展開。WSに参加している市民を対象
に「クルマときどきバス運動」を事業展開し
ました。

⚫ MMといっても分からない市民を巻き込むた
めに「クルマときどきバス」といった分かりや
すいキャッチコピーを採用。ここでの論点は
「かしこいクルマの使い方」で、クルマ利用と
「維持費」「事故」「環境問題」を説明要因
としました。

⚫ 連携して「バス・エコ・サポーターズ」（市民
応援組織・継続中）を募集しましたが、「ク
ルマときどきバス」運動が広まるところま
ではいきませんでした。



茨城県庁と一緒に進めています！
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茨城県で進めている「クルマときどきバス運動」
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キャンペーン用のクリアファイル

キャンペーン用のポ
ケットティッシュ

（茨城県政策企画部交通局交通政策課提供）

釧路町でも社会実験が始まります！

公共交通のある暮らしや文化をライフスタイル
の中に溶け込ますための社会実験が全国各地で
始められています！
お一人お一人のライフスタイルですので、画一
化されたものではなく、地域ごとに異なるバス
文化があると思っています！
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公共交通に対する見方、考え方が変わってきました！

地域の移動資源の総動員
が明示されました



高齢者が増加する中で、全国各地で様々な取り組みが始まっています。
現在の都市では、市町村合併もあって、市域において人口の偏りがあります。すなわち、
同じ自治体でも地域によって状況が異なるので、移動手段も地域の皆さんと相談しながら
進める必要があります。
また、移動手段を確保し元気な高齢者が積極的に外出することは、ご本人の生きがいや
健康増進はもちろん、地域経済にも大きな影響を与えます。

自家用車に変わる移動手段（公共交通）を整備するためには
1）自家用車の利便性と比べないこと
⇒公共交通は個人交通ではありません。利用される皆さんの生活スタイルを変えること、
意識を変えることが必要です。
2）地域の状況（地形や人口集積度、集落の形状等）や、運行事業者の状況（有無や会社の
体力等）、行政の財政状況によって整備できるメニューは限られます。
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地域の移動手段について考えてみましょう

高齢者の移動手段の確保 支えるのは地元の高齢者｜NHK 関西のニュース

自家用車で乗せてくよ！ 高齢者移動支援「みかさぎ」（恵那市HPより）

地域の皆さんとの意見交換で
常にお伝えしていること

https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20220526/2000061599.html
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地域の足が無いために拡がってきた、様々な買い物支援サービス・取組み

高齢者の移動目的は買物と通院と言われますが？



（茨城新聞）

少子化の進展に伴い、各地で小中学校の統廃合が進められています。それに伴い、通
学距離が遠くなる子供たちのために、スクールバスが運行されています。
このスクールバスは学校の登下校の時間のみ運行しておりますので、待機時間（空いて
いる時間）が当然あります。一方、スクールバスが多くなってきたことにより、運行経費が増
大し、自治体の財政を圧迫するようになってきました。
そこで、この空いている時間にコミュニティバス等の地域の足として活用しようとする取り
組みが進められています。
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地域の移動手段について考えてみましょう

スクールバス 学校統合を先導 茨城の新設小、登下
校に18台 （行方市、日経新聞2015.5.27より）

スクールバスの一般混乗（津別町）



14

北海道津別町で走り始めた巡回ワゴンバス

（令和３年１２月運行開始）

令和４年４月現在、
１便平均約３．０人乗車
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ラストマイル対策としてタクシー乗用の活用

栃木県佐野市で始まっている運賃割引制度

タクシー利用券配布事業（北海道津別町）



桜川市バス「ヤマザクラＧＯ」利用促進の取り組み（一部）
～乗ってみたいバスを創る～

バスアナウンスは人気声優・櫻川めぐさん
（桜川市出身。さくらがわ応援大使）担当 市内の小中高・専門・大学生が利用できる特

別定期券の発行（月額4,000円）

高齢者への利用促進グッズ
「気軽にバスでお出かけシート」
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バスラッピング



住民等ヒアリング
茨城県稲敷市（H30年度)
地区を絞り、既存の路線バスに変わ
る新公共交通システムについて、事
業者も交えて検討⇒路線再編と新交
通システムの導入へ

千葉県香取市（令和元年度）
中高生ワークショップ。中高生が望
む地域公共交通について、学習と意
見交換。

住民意見交換会

千葉県木更津市では、H29年度、網形成の策定に
向けて、区長会・まちづくり協議会19地区、及び
NPO運送事業者で意見交換会を実施

北海道釧路町では、Ｈ27年度より町民とのＷＳを実
施、Ｈ29年度は網形成の策定に向けて、町内６地区
住民、交通事業者４社、社会福祉法人、商業施設等
でヒアリング、意見交換会を実施

地域の状況を教えていただく！

昆布森東地区八幡台地区 祇園地区 別保地区

津別町共和第二自治会

北海道津別町（H30年度)
網形成計画策定を前提とせずに、現
状と課題の抽出のため、３自治会、
老人クラブ、交通事業者、病院、社
会福祉協議会、振興公社等へのヒア
リングを実施。町民向け講演会で中
間報告と方向性の提案。町長以下、
福祉部局をはじめ役場内での意識・
情報共有、議会、商工会等と情報共
有。町の将来像の具現化の手段とし
て法定協議会の設置、網形成計画策
定も視野。⇒作成中
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話を聞く～ヒアリング、意見交換、グループインタビュー、ワークショップ等

地域の足を地域住民の皆さんと一緒に考える取り組みを各地で進めています！
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小学校での「交通スリム化教育」（神奈川県秦野市）

社会科で自動車産業を学習する小学5年生を対象に、クルマだけに依存しすぎない移動方
法などについて、体験作業を交え、学習する取組です。

学習の趣旨を理解し、学校ごとに特色の
ある学習を円滑に行うため、学習を担当
する先生を対象に「交通スリム化教育研
修会」を実施しています。

１．座学
２．行動プランの作成
３．クルマのかしこい使
い方

授業の流れ

授業の効果

児童の意識の変化
保護者の意識の変化
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乗りたくなるバスを目指して
～バス停・待合所～

インスタ映え

長崎県諫早市
フルーツバス停

とさでん交通 高知市長浜バス待合所

ととろのバス停
大分県佐伯市

コンビニとバス停（鹿児島県）

スーパーとバス停（山交バス 尾花沢）

病院とバス停（江別市）
イオン脇のバス停（釧路町）



旭川市における展開 P20

イオンモール旭川駅前 アモールショッピングセンター コープさっぽろ（４条通り店）

セイコーマート（神居6条店）ツルハドラッグ
（旭川買物公園通店） バス待ちOKステッカー

●バスの運行状況を示すデジタルサイネージの設置の様子

北海道運輸局より提供
「北海道運輸局管内における他業種と連携した公共交通の活性化手法の調査等業務報告書概要版」H29.3より

待合環境の充実：商業施設をバス待合室にし、バスロケモニターを設置

平成28年度・北海道運輸局実証実験



ご静聴ありがとうございました！

解説・地域公共交通マイスターとは

地域公共交通マイスター制度は、地域公共交通の維持・利便性向上・活性
化に向けて、地域が主体的に実践する先進的・独創的な取組みを中心となっ
て推進し、知識、経験、熱意を有する方を関東運輸局長が「地域公共交通マ
イスター」として任命するもの。
任命された「地域公共交通マイスター」は、地域公共交通の諸課題につい
て、より多くの地域が積極的に取り組む気運を高めるため、自らの取組みか
ら得た知識、経験、熱意を、あらゆる機会を利用して発信する役割を担う。

「ゆるキャラⓇグランプリ2013」第1位
佐野ブランドキャラクター「さのまる」仕掛け人です。
かなり古くなりましたが（苦笑）

講話資料の作成にあたっては、北海道運輸局の皆さんや関
東運輸局との意見交換、また北海道オホーツク総合振興局
や釧路総合振興局、檜山振興局、津別町、釧路町、紋別市、
遠軽町、森町、北斗市、乙部町等道内自治体の皆さんとの情
報交換、くしろバス、北海道北見バス、函館バス等交通事業
者の皆さんとの情報交換、茨城県桜川市、稲敷市、群馬県館
林市、栃木県佐野市からの情報提供、および日本データー
サービス㈱のご協力を得たことに、深く感謝いたします。

21


